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ご　挨　拶
商学学術院総合研究所 兼 産業経営研究所所長
早稲田大学商学学術院教授 　武　井　　　寿
　高いところから失礼いたします。今日はお忙しい中、たくさんの皆さんに集まっていただきま
して、どうもありがとうございます。
　産業経営研究所は 1974 年の設立でありますので、今年で 37 年目を迎えております。そして、
毎年秋に産研フォーラムを開催しておりまして、これまで 36 回重ねてまいりました。今年は、
10月に開催する予定ですが、37回目ということになります。そして、この6月の時期に、もう1つ、
その前にアカデミックという言葉をつけまして、アカデミック・フォーラムを開催しておりまし
て、こちらは今回で 19 回目ということになります。
　産業経営研究所は主に商学部の先生方でスタッフを構成しておりまして、企業経営、あるいは
産業全般について幅広く研究している機関であります。昨年度、今日のアカデミック・フォーラ
ムでご後援をいただいております観光庁ならびに日本交通公社様よりご支援をいただきまして、
私どもで産官学の連携による観光産業の人材育成という、受託共同研究を実施いたしました。
　これにはたくさんの商学部の先生が加わっていただいて、今日コーディネータをお務めいただ
きます長谷川惠一先生を中心として、さまざまな研究を行いました。長谷川先生は会計学がご専
門でいらっしゃるのですが、実はツーリズム産業論、それから、ホスピタリティ・マネジメント
などにもご造詣の深い先生でありまして、いろいろと日ごろご指導いただいております。
　そして、「観光産業の人材育成」についての研究ですが、何とか成果を広く紹介したいという
希望を持っておりました。今回のアカデミック・フォーラムに関しましては、こうした意味で長
谷川先生に事前に相談をいたしまして、準備を重ねてまいりました。
　当初は「観光立国への提言」というテーマで開催しようと考えておりましたが、ご存じのと
おりの 3 月 11 日を境に状況が変わりまして、長谷川先生のご発案で「観光による復興への提言」
という言葉をつけていただき、今日の開催に至っております。
　岩手県の久慈市と宮古市の間に田野畑村というところがございます。かつては陸の孤島といわ
れたところですが、商学部に小田泰市先生という地理の先生が――私どもも習いましたが――い
らっしゃいまして、その田野畑村に三陸の大火以降、植林を中心になって進められて、学生を連
れていって思惟の森をつくるという活動をされました。そして、それが今日に至るまで早稲田大
学の伝統として引き継がれております。
　田野畑村というのは、最近お亡くなりになりました、作家の吉村昭さんが作品の中に登場させ
たこともありますし、また、NHKの「ラジオ深夜便」という夜中の番組の中でも、がん研のお
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医者さんの奥様と、田野畑村の人々との心温まる交流が紹介されました。それは民放でテレビド
ラマにもなりました。今回の震災で田野畑村も大変な影響、被害があったということで、私ども
も非常に心配をし、心を痛めているところであります。
　本日は多くのご著名な先生に来ていただきまして、いろいろ御教示いただけるものと、大変に
期待をしております。一方に鎮魂ということがあります。また、観光の振興は国を挙げての大変
な事業であるということも認識しております。多方面からご指導いただけるものと思いますので、
どうぞ夕方まで皆様ご一緒に過ごしていただければと思います。どうぞよろしくお願い申し上げ
ます。
